
 

推進校別事業報告書 

 

 

１  推進校（又は推進地域）の概要 

学 校 名 所 在 地 電 話 番 号 児童生徒数

幸田町立南部中学校 
愛知県額田郡幸田町大字深溝 

      字舟山５番地５ 
0564 (62)6811     ２３５人

２  研究課題 

（１）道徳教育に関する学校の課題をふまえた指導内容の焦点化 

① 人とのかかわり合いを通して、自己の生き方についての考えを深める道徳教育 

② よりよい人間関係構築のための道徳的実践力を育成する道徳教育 

（２）学校の教育活動全体における道徳教育の計画的な実践と道徳の授業の工夫・改善 

  ① 指導目標に基づく教材・資料の選択および開発とその適切な活用方法 

  ② 地域や家庭と連携する道徳の授業の構想と実践 

３  研究主題とその設定理由 

本校の学区は、三世代家族も多く地域同士の結びつきも残っており、地域で温かく見守られて育っ

た生徒たちは、精神的にも安定している。その反面、周囲に支えられ受け身で育ったせいか、自己表

現を苦手にしている生徒が多くいる。また、幼い頃から少人数の集団で親しく接してきており、慣れ

合いからか相手を傷つけてしまう言動も見受けられる。そして、ここ数年は、心に不満を抱き自己を

肯定的にとらえられない生徒も徐々に増えてきており、その自己防衛策からか、相手を批判し自己中

心的な生徒も目につくようになってきた。このような状況をふまえて、思いやりを中心とした道徳的

価値観を道徳の授業でじっくりと考えさせ、よりよい人間関係を構築できる力を育んでいくことが重

要だと考えた。 
そこで、「道徳教育推進校」として、愛知県教育委員会より指定を受けたことを機に、心を耕す道

徳の時間を目指すため、道徳教育推進教師を中心とした校内道徳教育推進体制を確立し、道徳の授業

力向上に向けての取り組みを具体的に進めたいと考え実践することとした。また、より効果的に道徳

教育が推進できるよう、本校がこれまで行ってきた様々な学校行事や体験活動を、生徒の道徳性を育

み発展させる場としてとらえ直すこととした。そして、道徳の授業を要とした全ての学校教育活動に

おいて、人とのかかわりをとおして、自らの道徳的価値観の変容を感じ、人間としてよりよい生き方

について考えを深められる感性豊かな生徒を育成したいと考え、以下のような研究主題を設定した。 
 
 
 

４  研究の概要及び特色 

（１）研究仮説 
 
 
 
 
 

仮説を上記のように設定し、「心を動かす授業づくり」と「豊かな心を育てる体験活動」という２

つの柱を立て、生徒たちの道徳的価値観及び道徳的実践意欲の向上をめざして研究を進めた。 

＜取組と成果のポイント＞ 

道徳教育の推進体制を確立したことで、学校全体で生徒たちの道徳的実践力を高めていこうと

する気運が高まってきた。また、講師の先生を招聘して研修会を行ったことで、資料分析や授業

の進め方等の考え方がより明確になり、学年部での授業研究が増え、研究討議でも活発な意見が

交換されるようになった。この１年で教員の授業力は確実に向上したと感じる。道徳教育をより

意識した体験活動に全校体制で取り組むことができたので、学校生活において、自分を見つめ、

人とのかかわりや思いやりについて思いを巡らす生徒が増えつつある。 

「豊かな感性を育み、自己のよりよい生き方を追求できる生徒の育成」 

～心に響き、心を動かす道徳の授業づくりを通して～ 

道徳教育推進教師を中心とした校内推進体制を確立し、資料分析や道徳授業研究の研修を計画的

に行えば心を動かす授業づくりができるであろう。また、重点的な指導、他の教科・領域、家庭や

地域社会と関連を図ることで、より効果的な道徳教育が推進でき、豊かな感性を育み、自己のより

よい生き方を追求できる生徒を育てることができるであろう。 



（２） 研究組織 

 
 
 
 
 
 

 

 

 
        

            
（３） 研究構想 
 

 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究推進委員会 
（校長・教頭・教務・校務・道徳推進教師・学年主任） 

 
○道徳の全体計画の見直し  ○年間指導計画の見直し  ○アンケートの実施・分析 

幸田町教育委員会 

授業研究部 
○授業力向上の研修 
○授業研究会の計画・実施 

環境整備部 
○校舎内外の環境整備 
○学級掲示の工夫 

家庭・地域連携部 
○情報公開・発信 
○アンケート調査、講演会

道徳的価値観・道徳的実践意欲の高まり 

心を動かす授業づくり 豊かな心を育てる体験活動 

＜道徳教育推進のための指導体制づくり＞ 
 

 

○年間指導計画の見直し  ○道徳の全体計画の見直し  ○アンケートの実施・分析 

 

 

○授業力向上のための研修    ○校舎内外の環境整備    ○情報公開・発信 

○授業研究会の計画・実施     ○学級掲示の工夫     ○アンケート調査、講演会 

＜授業の構想＞ 
・関心を持たせる導入 

・主人公になりきり共感的に

考えさせる発問 

・かかわり合う意見交換 

・振り返る時間の確保と工夫 

＜「見つめる」時間の設定＞ 
・今までの経験を含め、自己の振り返りのさせ方の工夫 

＜資料分析＞ 
・ストーリー性のある資料 

・主人公や筆者が新たな価値観

に気づき、行動した資料 

・主人公や筆者の場面による変

容の整理 

＜ボランティア活動＞ 
・夏休みにおける施設訪問 ・地域清掃 
・募金やエコキャップ回収活動 

＜学校行事＞ 
・新入生歓迎会  ・陸上大会 
・南中祭 ・予餞会 ・立志の式 

＜他教科・領域との関連＞ 
・職場体験学習  ・俳句作り  
・交流会  ・オリエンテーション合宿 
・修学旅行 ・ＡＥＤ講習会   

＜啓発活動＞ 
・道徳の授業一斉公開 ・道徳講演会 
・評価アンケートの実施 

自己の道徳的価値観の深化 

気 

づ 

き 

・ 

発 

見 

研 究 構 想 図 

【生徒の今ある姿】 
・自己表現力不足で思いを伝えられない生徒 
・よりよい人間関係の構築を苦手とする生徒 

生徒のもつ道徳的価値観

道徳推進教師 

授業研究部 環境整備部 家庭・地域連携部 

【めざす生徒像】 
・ 人とのかかわり方を学び、相手を平等な立場で考え、思いを受け止めた

り、思いやったりできる生徒 
・ 自らの道徳的価値観を高め、人としてよりよい生き方を追求できる生徒 
・ 地域や社会全体のことを考え、主体的に行動できる生徒 

「豊かな感性を育み、自己のよりよい生き方を追求できる生徒の育成」 

―心に響き、心を動かす道徳の授業づくりを通して― 

＜ 研 究 主 題 ＞ 
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イ 生き方（道徳）講演会 
「命の授業」で話題となった腰塚勇人氏を招

いて、「命の授業～今の幸せに気づくことから

夢は広がる～」という演題で生き方（道徳）講

演会を実施した。保護者も参加して、生徒と共

に「生きる」ことについて改めて考える機会と

なった。生徒たちは、下記の生徒の感想の下線

部のように、「当たり前に生活できる幸せ」、

そして、「周囲の人に支えられていること」へ

の感謝の気持ちを大切にしたいという強い思い

をもつことができた。 
５  研究の評価 

（１）研究の成果 

生徒に対する道徳に関するアンケート１２項目（「心のノート」の使用については、独自の資料を

活用している場合もあるので除く）で、「そう思う」あるいは「どちらかというとそう思う」と回答

した生徒が８７.６％に達した。生徒が道徳授業で使う「心の足跡ノート」の記述内容や言動からは、

自分を見つめ、人とのかかわりや思いやりについて思いを巡らす生徒が増えつつあると感じる。 
また、教職員に対する道徳授業に関するアンケートでは、全職員が「道徳授業実践を大切にしてい

る」との回答があり、道徳教育の推進体制を確立したことで、学校全体で生徒たちの道徳的実践力を

高めていこうとする気運が高まってきた。また、このアンケートや実践を振り返ってみると、以下の

ようなことを成果として感じた。 
 
 
 
 

 
（２）今後の課題と取組 

来年度も今年度の反省を生かし、導入、資料の提示、主発問の内容、自己を見つめる終末の持ち方

をさらに工夫し、生徒の道徳的価値観を深化させていきたいと考える。そして、家庭や地域との連携

を図り、道徳的実践力の向上につながる特別活動のあり方も見直していきたい。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

命の授業を受けて感じたこと 
 私は母に「普通の体に感謝しなさい」と言われたことがあります。しかし、腰塚先生の話を聞

いて、今まで気づくことができなかった当たり前、普通の意味がようやく分かりました。自分は

一人で生きているのではなく、家族や仲間にも支えられて生きているのだから感謝を忘れないと

決めました。（１年生徒） 

【生徒と握手をして退場する腰塚勇人氏】 

① 道徳の授業における資料分析や授業の進め方等への考え方がより明確になり、教員の授業力が

向上しつつある。 
② 道徳教育をより意識した体験活動等の教育活動に全校体制で取り組むことで、育てたい生徒の

姿を明確にし、共有することができた。 


